
SS sstteebbrr uuaa aa vol.678vol.678
3 3

◆　　　　統一地方選挙　　　　　　　　Ｐ ２〜 3

◆　第 11 回更別村の教育を考える村民集会　  　　Ｐ 4

◆　犬の巡回登録・狂犬病予防注射のお知らせ　　Ｐ 5

◆　村のわだい　　　　　　　　　　　　　    　　Ｐ 8 〜  9

◆　村からのお知らせ　　　　　　　　　　   　Ｐ 10 〜 11

　２月 15 日、更別幼稚園で冬

まつりが開催されました。

　園児と４月から入園する子ど

もたちが親子でさまざまな競技

に挑戦。動き回った後は、温か

いおまんじゅうとお茶で体を暖

めていました。



　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
次

の
方
で
す
。
選
挙
に
よ
っ
て
日
に
ち
が

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

︻
両
選
挙
共
通
︼

　
●
平
成
13
年
４
月
８
日
以
前
に
生
ま

　
　
れ
た
方

︻
道
知
事
選
挙
︼

　
●
平
成
30
年
12
月
20
日
以
前
に
住
民

　
　
登
録
さ
れ
た
方

︻
道
議
会
議
員
選
挙
︼

　
●
平
成
30
年
12
月
28
日
以
前
に
住
民

　
　
登
録
さ
れ
た
方

　
●
平
成
13
年
４
月
22
日
以
前
に
生
ま

　
　
れ
た
方

　
●
平
成
31
年
１
月
15
日
以
前
に
住
民

　
　
登
録
さ
れ
た
方

■
北
海
道
知
事
・
北
海
道
議
会
議
員
選
挙

■
更
別
村
長
・
更
別
村
議
会
議
員
選
挙

　
選
挙
当
日
の
投
票
時
間
は
、
各
選
挙

と
も
に
７
時
00
分
か
ら
18
時
00
分
ま
で

で
す
。

※
投
票
所
閉
鎖
時
刻
を
２
時
間
繰
上
げ

　
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
投
票
時
間

　
更
別
村
で
選
挙
権
が
あ
る
方
に
は
入

場
券(

は
が
き)

を
郵
送
し
ま
す
。
入

場
券
で
選
挙
権
の
有
無
や
本
人
で
あ
る

か
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
場
券

　
選
挙
当
日
の
投
票
所
は
、
２
か
所
に

設
置
さ
れ
ま
す
。
郵
送
し
た
入
場
券
に

ど
こ
の
投
票
所
か
を
記
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
確
認
の
う
え
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
第
１
投
票
所
　
更
別
村
役
場

　
第
２
投
票
所
　
上
更
別
消
防
会
館

■
投
票
所

■期日前投票ができる期間

北海道知事選挙　　　　　　　　　３月 22 日から４月６日まで (16日間 )

北海道議会議員選挙　　　　　　　３月 30 日から４月６日まで (８日間 )

更別村長・更別村議会議員選挙　　４月 17 日から４月20日まで (４日間 )

■期日前投票ができる場所

更別村役場村民ホール ( 各選挙共通 )

■期日前投票ができる時間

８時 30 分から 20 時 00 分まで ( 各選挙共通 )

■期日前投票の注意事項

①入場券を忘れずにお持ちください。

②各選挙の期日前投票ができる期間中、満 18 歳を迎えていない方は選挙権があ

　りませんので、この制度ではなく【不在者投票制度】を利用することになります。

●問い合せ

　更別村選挙管理委員会事務局

　( 役場総務課庶務係 )

　☎ 52 − 2111

特集　統一地方選挙 特集　統一地方選挙

更
別
村
で

投
票
が
で
き
る
方

投
票
へ
は

　
入
場
券
を
お
忘
れ
な
く
！

４
月
21
日
　
更
別
村
長
・
更
別
村
議
会
議
員
選
挙

４
月
７
日
　
北
海
道
知
事
・
北
海
道
議
会
議
員
選
挙

明
る
い
未
来
の
た
め
に
１
票
を
！

　病気、旅行や仕事などで選挙当

日に投票所に行けない方のために

「期日前投票」制度があります。

　左の図は最近行われた選挙で、

村で投票した方のうち「期日前投

票」をした方の割合です。制度を

利用する方はおおむね増加傾向に

あるといえます。

　投票日に都合が悪く投票に行け

ない方は、決して棄権することな

く「期日前投票」で大切な一票を

投じるようにしましょう。

(%)

21.8 21.3

26.8

34.3

36.9

北海道知事選挙と北海道議

会議員選挙で期日前投票が

できる期間が異なります！

期日前投票 不在者投票

投 票 場 所

選挙人名簿に登録されて

いる市区町村の期日前投

票所

選挙人名簿登録地以外の

市区町村選挙管理委員会

や病院など

投 票 方 法
投票用紙に記入し、投票

箱へ投函

投票用紙に記入し、封筒

に入れて署名し預ける

投票の効果 投函した時点で確定

預けたものが受理され、

投票箱に入れられた時点

で確定

※期日前投票と不在者投票について

今
年
は
、
統
一
地
方

選
挙
の
年
で
す
。

　
北
海
道
で
は
道
知
事

選
挙
と
道
議
会
議
員
選

挙
が
、
更
別
村
で
は
村

長
選
挙
と
村
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
が
住
む
北
海

道
や
更
別
村
の
舵
取
り

役
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙

で
す
。

　
有
権
者
と
し
て
棄
権

す
る
こ
と
な
く
﹃
明
日

の
北
海
道
・
更
別
村
づ

く
り
﹄
の
た
め
に
、
み

な
さ
ん
の
貴
重
な
一
票

を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

期 日 前 投 票 を す る 人 、 増 え て い ま す ！

役場総務課庶務係

中川　昇伍　主事
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犬の巡回登録・狂犬病予防注射のお知らせ

◆登 録 料 ( 初回のみ )　　3,000 円

◆予防注射 ( 全ての犬 )　　3,110 円 ( 注射済票交付手数料含む )

　※おつりがないようにご用意ください。

場　所 時　間

勢 雄 区 会 館  9 :30 〜 10:20

平 和 区 会 館 10:30 〜 10:50

旭 区 会 館 11:00 〜 11:20

更 別 東 区 会 館 11:30 〜 11:50

上 更 別 南 区 会 館 13:10 〜 13:50

上 更 別 消 防 会 館 14:00 〜 14:30

場　所 時　間

南 更 別 区 会 館  9 :30 〜 10:20

昭 和 区 会 館 10:30 〜 10:50

更 南 区 会 館 11:00 〜 11:20

更 生 区 会 館 11:30 〜 11:50

更 別 区 会 館 13:10 〜 13:40

十 勝 農 業 共 済 組 合

更 別 家 畜 診 療 所
14:00 〜 14:30

❶実施日時

❸料金

❷対象
◆登録

　取得から 30 日以内の犬

　※生後 90 日以内の犬を取得した場合は、生後 91 日以降

◆予防注射

　生後 91 日以上のすべての犬

◆当日忘れずに持参してください。

　※役場から犬の登録をしているみなさんへ３月下旬に発送する

　　予定です。　

❹狂犬病予防注射済証 ( ミシン目の用紙 )

◆犬も注射を受けるときは緊張します。必ず散歩のときに使用す

　るリードを付けて来てください。

◆動物病院で予防注射を受けた場合は、お手数ですが動物病院で

　発行された注射済証をお持ちになり、役場で「注射済票」の交

　付を受けてください。

　※交付手数料として 550 円が必要です。

❺その他

４月 16 日

４月 17 日

●問い合せ

　役場住民生活課環境衛生係　☎ 52 − 2112

　安らぎを与えてくれる大切なパートナーとして、村では数多くの犬が飼われています。しかし、その一方では放

し飼いや糞の放置などの苦情・相談が数多く役場に寄せられています。

　人と犬がともに暮らしていくためには、ルールとマナーを守らなければなりません。飼い主としてのルールにつ

いて見直してみましょう。

犬を飼うためのルールとマナー

　犬の所有者は、犬を取得した日 ( 生後 90 日以下の

犬を取得した場合は、生後 90 日を経過した日 ) から

30 日以内に犬の登録をしなければなりません。登録

は１回行えば生涯にわたって有効です。

　また、犬が死亡した場合や所在地が変更になった場

合など登録内容に変更が生じたときは、30 日以内に

変更の届け出をしてください。

　狂犬病の予防注射は狂犬病予防法によって義務付け

られています。生後 91 日以上の犬は、毎年１回必ず

受けさせなければなりません。

登録と予防注射を忘れずに！

後始末は責任を持って！

　散歩のときなど自宅の敷地外で糞を排せつしたとき

は、持ち帰り適切な処理をするよう「更別村ごみの散

乱等の防止に関する条例」で定められており、糞を放

置した場合には条例違反となります。

　飼っている犬がいなくなったときや、迷い犬を発見

した場合は、役場住民生活課に連絡をお願いします。

犬の帰りを待つ飼い主や、野犬によって迷惑を受けて

いる方がいるかもしれませんので、ご協力ください。

　犬の放し飼いは近隣住民など多くの人へ迷惑をかけ

る行為です。犬は必ずつないでおくか、檻の中や室内

で飼ってください。

　また、散歩の際にも必ずリードなどをつけて、逃げ

出したり人に危害を加えたりしないように管理しま

しょう。

迷い犬、野犬を見つけたら連絡を！

放し飼いは絶対ダメ！

　
２
月
17
日
、
第
11
回
更
別
村
の
教
育

を
考
え
る
村
民
集
会
と
第
53
回
更
別
村

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
会
、
第
41
回
家
庭

教
育
学
級
生
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
の
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は

学
校
関
係
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
な
ど

約
１
０
０
名
が
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
に
関
わ
る
家
庭
・
学
校
・
地
域

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
少
年
の
主
張
が
行
わ
れ
、

更
別
中
央
中
学
校
３
年
生
の
日
光
菜
緒

さ
ん
と
宍
戸
美
桜
さ
ん
、
更
別
農
業
高

校
２
年
の
鳥
羽
耀
己
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
方
や
気
づ
き
、
将
来
へ
の
思
い

を
発
表
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

表
で
は
、
更
別
農
業
高
校
生
が
﹃
さ
ら

べ
つ
村
味
力
Ｕ
Ｐ
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
﹄
と

題
し
、
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
十
勝
食
品

と
共
同
開
発
し
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー

﹃
さ
ら
の
う
キ
ー
マ
﹄
の
製
品
化
ま
で

の
過
程
と
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
志
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

の
上
甲
晃
さ
ん
が
﹃
未
来
を
ひ
ら
く
人

づ
く
り
﹄
と
題
し
、
主
催
し
て
い
る
塾

の
塾
生
と
の
活
動
内
容
に
触
れ
な
が
ら

「
当
た
り
前
の
こ
と
を
誰
よ
り
も
徹
底

し
て
し
っ
か
り
取
り
組
む
。
真
理
は
平

凡
の
中
に
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
株
式
会
社
ノ
ー
ス
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
の
近
江
正
隆
さ
ん

が
﹃
地
域
み
ん
な
で
子
供
を
育
て
よ

う
！
﹄
と
題
し
、
４
月
よ
り
本
村
で
始

ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
関

連
し
て
、
浦
幌
町
で
取
り
組
ん
で
い
る

事
例
を
紹
介
し
「
今
ま
で
の
こ
と
を
大

切
に
し
て
、
地
域
で
ど
ん
な
子
ど
も
を

育
て
て
い
き
た
い
か
、
そ
の
た
め
に
何

が
で
き
て
子
ど
も
・
家
族
・
学
校
・
地
域

住
民
・
行
政
が
何
を
す
る
か
、
協
働
し

検
証
し
な
が
ら
管
理
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
同
日
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
１
階

ホ
ー
ル
で
は
﹃
さ
ら
の
う
キ
ー
マ
﹄
の

試
食
販
売
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
民

集
会
に
参
加
し
た
方
な
ど
が
立
ち
寄

り
、
次
々
と
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

予
定
し
て
い
た
数
量
を
超
え
急
き
ょ
追

加
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
更
別
農

業
高
校
の
生
徒
は
「
思
っ
て
い
た
以
上

に
多
く
の
方
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
美

味
し
い
と
言
っ
て
く
れ
て
嬉
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

第
41
回
家
庭
教
育
学
級
生
の
集
い

第
53
回
更
別
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
会

更
別
村
の
教
育
を
考
え
る
村
民
集
会

第
11
回

　﹃
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中
学
生
・
高
校
生

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８
﹄
で
、
更

別
中
央
中
学
校
が
﹃
特
別
学
校
賞
﹄
を
、
鳥

谷
内
櫻
さ
ん(

３
年)

が
﹃
青
年
海
外
協
力

隊
北
海
道
道
東
Ｏ
Ｂ
会
会
長
賞
﹄
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
２
月
18
日
に
は
更
別
中
央
中
学
校
で
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
北
海
道(

帯
広)

の
沢
田
博
美
代
表
か

ら
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
は
長
年
連
続
し
て
﹃
学
校
賞
﹄
を
受

賞
し
て
い
て
、そ
の
敬
意
を
表
し
て
今
回﹃
特

別
学
校
賞
﹄
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
鳥
谷
内
さ
ん
は
﹃
大
切
な
の
は
気
づ
く
こ

と
﹄
と
題
し
、
社
会
の
授
業
の
一
環
で
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
方
と
交
流
し
た
と
き
に
感
じ
た
こ

と
を
記
し
ま
し
た
。
賞
を
受
け
て
「
率
直
に

嬉
し
い
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
今

ま
で
以
上
に
海
外
へ
視
点
を
向
け
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

写真中央が鳥谷内さん。学校賞を代表

して矢野温也くん ( ２年、左から２人

目 ) と松野壱晴くん ( １年、４人目 )

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

特
別
学
校
賞
と
個
人
賞
を
受
賞
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　２月 14 日、役場３階大会議室で総務省・北海

道共催のオープンデータ化支援研修が開催され、

村職員や管内市町村の職員 25 名が参加しました。

　オープンデータとは、国や地方公共団体、事業

者が持つ情報のうち、誰もがインターネットなど

を通じて簡単に利用できるように規格を定めて公

開されるものです。

　研修では、講師から「交通の不便な田舎にこそ

オープンデータの整備が求められている」とオー

プンデータの必要性と意義が説明されたほか、市

民団体が地域課題の解決にオープンデータを活用

した事例やデータを公開する際のポイントが示さ

れました。

　また、参加した

職 員 で グ ル ー プ

ワークを行い、情

報のオープンデー

タ化について課題

や意見を話し合い

ました。　

オ ー プ ン デ ー タ 化

支 援 研 修 が 開 催

オ ー プ ン デ ー タ 化

支 援 研 修 が 開 催

●問い合せ　役場保健福祉課保健推進係　☎ 53 − 3000

　肺炎球菌性肺炎は、成人肺炎の２〜４割を占めています。

　肺炎にかかるリスクの高い高齢者は、予防接種することで肺炎予防の効果が高く、重症化と死亡のリスクを軽減

させることができます。

　高齢者肺炎球菌の予防接種については、５歳刻みでの費用助成が今年度までとなっていましたが、予防接種法の

一部改正により引き続き平成 31 年度より５年間継続実施されることになりました。

　対象者は下記のとおりです。

高齢者の肺炎球菌予防接種について高齢者の肺炎球菌予防接種について

〜予防接種法の一部改正によるお知らせ〜〜予防接種法の一部改正によるお知らせ〜

※自らの意思で接種を希望される方、

　または本人の同意が得られた場合に

　接種ができます。

※すでに接種したことがある方は対象

　外です。

※ 60 歳から 65 歳未満の方で、心臓、

　腎臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全

　ウイルスによる免疫機能に障害があ

　る方も対象です。

【平成 31 年度の定期接種対象者】

対象者 生年月日

65 歳となる方 昭和 29 年４月２日生〜昭和 30 年４月１日生

70 歳となる方 昭和 24 年４月２日生〜昭和 25 年４月１日生

75 歳となる方 昭和 19 年４月２日生〜昭和 20 年４月１日生

76 歳以上の方 昭和 19 年４月１日以前に生まれた方

　自殺は、その多くは追い込まれた末の死であり、その背景には精神保健上の問題だけではなく、過

労、生活困窮、育児や介護疲れ、いじめや孤立などのさまざまな社会的要因があります。

　ひとりで悩まずに、いろいろな機関に相談してください。

　村でも定期健康相談 ( 第１・３水曜日の 13 時 00 分から 16 時 00 分まで ) のほか、随時保健師が対

応しています。お気軽に利用してください。

３月は“自殺対策強化月間”です

【接種方法】

●予 約　　接種の３日前 ( 平日 ) までに国民健康保険診療所 ( ☎ 52 − 2301) に予約してください。

●接種実施日　　毎週木曜日　① 13 時 30 分〜 14 時 00 分

　　　　　　　　　　　　　　② 16 時 00 分〜 16 時 30 分

●自己負担額　　3,000 円

　　　　　　　　※対象外の方は、任意接種となり自己負担額が 8,000 円〜 9,000 円かかります。

国際トラクターＢＡＭＢＡ

活動にピリオド

　２月６日、国際トラクターＢＡＭＢＡ実行委員

会の総会がＪＡさらべつ会議室で開催され、実行

委員会としての活動を終了することが決定されま

した。

　平成 29 年に村内で「ジャガイモシストセンチュ

ウ」が発生し、まん延を防止するために昨年の第

15 回大会を中止。この間、村内外のイベントに

出店するなど活動を行いましたが、今後の大会再

開や新たなイベントに関する意見集約が現状では

難しいため、今回の決断に至りました。

　実行委員長の野矢譲司さんは「更別の魅力が詰

まったイベントで、ここまで続けられたことに感

謝します」と話しました。

国際トラクターＢＡＭＢＡ

活動にピリオド

各課・施設の電話／メールアドレス　→　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp

　特別児童扶養手当は、精神または身体に障がいがある子どもを監護、養育している家庭に対し、子どもの福祉の

増進を図ることを目的に支給されます。

●問い合せ

　役場子育て応援課子育て応援係　☎ 53 − 3700

　精神または身体に障がいがある 20 歳未満の

子どもを育てている父もしくは母、または父母

に代わって子どもを養育している人。

※ただし、子どもが施設に入所している場合や、

　障がいによる年金を受給できる場合は手当を

　受けることができません。

受給資格者 手 当 の 額

※受給資格者や受給資格者と生計を同じくして

　いる人の前年の所得が一定額以上の場合は、

　その年度の手当の全部の支給が停止されます。

対象児童１人あたりの手当額

( 平成 31 年度 )

１級 月額　52,200 円

２級 月額　34,770 円

　手当の額は、障がい児の障がい等級 (1 級ま

たは 2 級 ) と人数に応じて定められています。

手 続 き

　手当を受けるには、必要書類を提出し知事の

認定を受ける必要があります。申請方法につい

ては役場子育て応援課へお問い合せください。

特 別 児 童 扶 養 手 当 制 度 に つ い て

67
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村赤十字奉仕団の研修会が農村環境改善センターで

開催され、多くの団員や住民の方が参加しました。

　この日は更別消防署の職員から通電火災を防ぐために

避難前にブレーカーをできるだけ落とすことや、冬に停

電になった場合の暖房確保の重要性、水や食料などの備

蓄量を説明。また、炊き出しとしてお湯を入れるだけで

食べられるわかめご飯と惣菜缶詰を試食しました。

　参加者は「日頃から上手に備蓄して、いざというとき

のために備えておきたい」と話していました。

社会福祉センターで生涯活躍のまちフォーラムが

開催され、約 110 名が来場。多世代が交流する「ご

ちゃまぜ」のまちづくりの話に耳を傾けました。

　はじめに基調講演として、社会福祉法人佛子園専

務理事の村岡裕さんが、石川県で取り組んでいる世

代を超えてつながりを深めているまちづくりを解説

しました。続いてパネルディスカッションが行われ、

「ごちゃまぜ」のまちづくりに求められる効果につ

いて話し合われました。

1/262/6
誰もが安心して住み続けられる村に

生涯活躍のまちフォーラムを開催

各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

もしもの備えが大事！

赤十字奉仕団研修会が開催

VILLA
G

E
T

O
P

I
C
S

VIL
LA

G
E

T
O

P
I
C

S 村の

わだい

9

９/１２

2/25

各課・施設の電話／メールアドレス →　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　出　納　課　☎ 52 − 2113　　suitou@sarabetsu.jp

2/26

２
月
４
日
、
ふ
る
さ
と
館

で
更
別
小
学
校
の
５
年
生
が

Ｊ
Ａ
さ
ら
べ
つ
青
年
部
の
み

な
さ
ん
と
協
力
し
て
、
豆
腐

と
き
な
粉
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
使
っ
た
材
料
は
、

青
年
部
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
育
て
た
大
豆
。
子
ど
も
た

ち
は
大
豆
か
ら
豆
乳
を
作
る

工
程
、
豆
乳
に
に
が
り
を
入

れ
て
固
め
る
工
程
で
そ
れ
ぞ

れ
試
食
し
、
苦
み
に
驚
き
の

表
情
。
完
成
し
た
豆
腐
を
早

速
食
べ
た
子
ど
も
た
ち
は
笑

顔
で
感
想
を
話
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。

　
青
年
部
部
長
の
山
角
直
紀

さ
ん
は
「
き
め
細
か
い
豆
腐

に
な
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
く
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

認知症サポーターの役割を再確認

ステップアップ講座を開催
コシのある食感に仕上がりました

手打ちうどんの体験授業を実施

更別中央中学校の１年生が農村環境改善センター

で「さらべつさんうどん」の製造を体験しました。

　今回の体験は、総合的な学習の地域学習の一環と

してどんぐり推進部会と実施。生徒たちは、麺にコ

シを出すための足ふみや、生地を伸ばして均等な太

さに切る作業、茹で上げを体験し、レシピのカレー

うどんに使う野菜の準備も行いました。

　盛り付け後、生徒たちは完成した麺の出来栄えを

話しながら美味しそうに食べていました。

2/12
伝統的な作法にふれる

茶道体験が開催

茶道サークル主催の茶道体験が農村環境改善セン

ターで開催され、更別小学校の５年生と上更別小学校

の５・６年生が日本の伝統文化を学びました。

　村の子ども夢基金事業を活用して毎年開催し、今回

で 11 回目。子どもたちは真剣な眼差しで作法を学んで

いましたが、慣れない正座に最後は足がしびれた様子。

　サークル代表の宗像禮子さんは「子どもたちとの交

流を楽しみに、今後も続けていきたいです」と話して

いました。

2/21
レパートリーが増えました

食品加工講座を開催

ふるさと館で食品加工講座が開催され、熱中食堂の川口

達也シェフを講師に６名がイタリア料理を学びました。

　メニューは野菜リゾットとミネストローネの２品。途中、

あめ色に炒めた玉ねぎを使う際に「砂糖を使わず野菜で甘

みを出す」という川口シェフのこだわりが伝授され、使う

前後を試食した参加者は味の違いを確かめていました。

　肱黒貴代子さん ( 上更別区 ) は「ひと手間加えるとより

美味しくなりました。じっくりと楽しみながらつくりたい

です」と話していました。

福祉の里総合センターで認知症サポーターステップ

アップ講座が開催され、17 名が参加しました。

　認知症サポーター養成講座を受講したことがある方

を対象に、認知症に関する基本的な知識を改めて確認

することを目的に初めて開催。

　認知症への対処法や村の取り組みが解説された後、

グループワークが行われ、参加したみなさんは認知症

サポーターとして地域でどのようなことができるのか

などの課題に対し積極的に意見を交わしていました。
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10各課・施設の電話／メールアドレス　→　議会事務局　☎ 52 − 2117　　gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp
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減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
、

　
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

　
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料

　
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が

　
で
き
る
追
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ

　
さ
い
。

　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

　
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
指
定
さ
れ
た
日

　
北
海
道
労
働
局
総
務
部
総
務
課

　
　
☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

●
受
験
資
格

　
◆
平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
10

　
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

　
◆
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
　
れ
で
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

　
　
の
あ
る
方
な
ど

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

　
３
月
29
日(

金)

〜
４
月
10
日(

水)

●
第
１
次
試
験

　
６
月
９
日(

日)

●
第
２
次
試
験

　
７
月
11
日(

木)

〜
19
日(

金)

の

　
指
定
さ
れ
た
日

●
最
終
合
格
者
発
表
日

　
８
月
20
日(

火)

　
札
幌
国
税
局

　
　
　
　
　
人
事
第
２
課
採
用
担
当

　
　
☎
０
１
１
・
２
３
１
・
５
０
１
１

●
受
験
資
格

　
昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
　

●
試
験
区
分

　
◆
Ａ
区
分

　
　
大
学
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は

　
　
来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

　
　
の
方(

短
大
は
除
く)

　
◆
Ｂ
区
分

　
　
Ａ
区
分
以
外
の
方

(

高
校
在
学

11 各課・施設の電話／メールアドレス　→　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp

　
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
の
応
募
資
格

　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方

　(

す
べ
て
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在)

　　※
一
般
曹
候
補
生
の
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
23
・
８
７
１
８

　
所
得
が
少
な
い
学
生
の
た
め
に
、

在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
で
あ
っ
て
も
20
歳
に
な
れ
ば

国
民
年
金
の
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。
所
得
が
少
な
い
た
め
に
保
険
料

を
未
納
し
て
し
ま
う
と
、
在
学
中
に

万
が
一
、
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
た
場
合
に
、
障
害
年
金
を
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
学
生
納

付
特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
つ
い
て

　
　
中
の
方
は
除
く)

●
採
用
予
定
人
数

　
男
性
Ａ
区
分
　
１
１
５
名

　
男
性
Ｂ
区
分
　
30
名

　
女
性
Ａ
区
分
　
40
名

　
女
性
Ｂ
区
分
　
15
名

●
受
付
期
間

　
４
月
12
日(

金)

ま
で

●
第
１
次
試
験

　
５
月
18
日(

土)

　
帯
広
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
☎
25
・
０
１
１
０

　
　

※
一
般
幹
部
候
補
生
の
応
募
資
格

　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

　
歯
科
幹
部
候
補
生
の
応
募
資
格

　
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

●
総
合
職
試
験(

院
卒
者
・
大
卒
程
度)

　
◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

　
　
３
月
29
日(

金)

〜
４
月
８
日(

月)

●
一
般
職
試
験(

大
卒
程
度)

　
◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

　
　
４
月
５
日(

金)

〜
17
日(

水)

●
一
般
職
試
験(

高
卒
者
・
社
会
人)

　
◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

　
　
６
月
17
日(

月)

〜
26
日(

水)

　
人
事
院
北
海
道
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
課
試
験
係

　
　
☎
０
１
１
・
２
４
１
・
１
２
４
８

●
受
験
資
格

　
◆
平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
10

　
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

　
◆
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
　
れ
で
次
に
該
当
す
る
方

　
　
①
大
学
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た

　
　
　
は
来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

　
　
　
込
み
の
方

　
　
②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格

　
　
　
が
あ
る
と
認
め
た
方

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

　
３
月
29
日(

金)

〜
４
月
10
日(

水)

●
第
１
次
試
験

　
６
月
９
日(

日)

●
第
２
次
試
験

　
７
月
16
日(

火)

〜
18
日(

木)

の

学
生
限
定
の
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
・

一
般
曹
候
補
生
を
募
集

軽
度
難
聴
児
補
聴
器
費

支
給
事
業
の
お
知
ら
せ

募
集
項
目

受
付
期
間

試
験
日

自衛隊幹部候補生

一般幹部候補生

５月１日 ( 水 ) まで

1次　5月11日(土)

12 日 ( 日 )

2 次　6月11日( 火 )

　　　 〜14日( 金 )

で１日を指定

歯科幹部候補生

1 次　5 月11日 ( 土 )

2 次　6 月11日 ( 火 ) 〜 14 日 ( 金 ) で

　　　１日を指定　

薬剤科幹部候補生

問 問

問

問

問

問

問

問

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
の

お
知
ら
せ

心
身
障
が
い
者
巡
回
相
談
の

お
知
ら
せ

問

警
察
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

問

募
集
項
目

受
付
期
間

試
験
日

一般曹候補生

( 男子・女子 )

5 月 15 日 ( 水 ) まで

1 次　5 月 25 日 ( 土 )

2 次　6 月 30 日 ( 日 )

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

国
税
専
門
官
採
用
試
験
の

実
施
に
つ
い
て
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越谷くん 全国中学校スケート大会で入賞！

　２月 21 日、全国大会の出場結果報告会が役場で行われ、２月２日から５日にかけて長野県で開催された第

39 回全国中学校スケート大会で越谷航くん ( 更別中央中学校３年 ) が入賞を報告しました。

　越谷くんは 500m と 1000m に出場。500m では決勝２本目で順位を上げ、８位入賞を果たしました。その

要因を「決勝の２本目は力が抜け楽しく滑ることができ良い結果を残せました」と話しました。

　続いて西山村長から「家族や先生などの支えがあってここまでよく頑張った」、荻原教育長から「成長を見守っ

てきたみんなが喜んでいる」とそれぞれ労いの言葉を述べました。

夢民講座作品展示会

　平成 30 年度の「夢民

講座」で製作された作品

( または夢民講座終了後、

各自で製作された作品 )

の展示会を開催します。

●問い合せ

　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52 − 3171

総 合 誌 さ ら べ つ
編集委員を募集します

　村では毎年３月に発行す

る村文化の集大成「総合誌

さらべつ」の製作を行う編

集委員を募集しています。

　あなたのアイデアを活か

してみませんか？

■任　　期　　４月１日〜来年３月 31 日

■会　　議　　年６回程度開催

■経　　費　　編集委員会計で負担

■対 象 者　　村内在住者

■募集期限　　３月 29 日

●問い合せ

　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52 − 3171

■開催期間

　３月 21 日〜４月 21 日

■会　　場　

　農村環境改善センター　ロビー

■出展作品【対象講座】

　◆ステンドグラス

　◆陶芸

　◆エコクラフト　など

文学・一般書児童文学・学習書ほか

え ほ ん

『英語であやとり』

フィグインク・大門久美子／編

伝統的な遊びのあや

とりを、国際交流の

きっかけにしてみて

はいかがでしょうか。

今月のおすすめ本

新 着 図 書 案 内

お知らせ 今月の展示

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52− 3171本ごよみ本ごよみ

今月の読みきかせ

３月 16 日 ( 土 )　11 時 00 分〜 11 時 30 分

●転居に関わるお願い

　３月・４月は進学や就職などで引越しの多く

なる時期です。

　十勝管外へ引越しをされる方は、貸出図書と

図書利用者カードの返却をお願いします。

　十勝管内に引越しをされる方は、新住所が確

認できる身分証を持参し、図書室で図書利用者

カードに登録されている住所の変更をお申し出

ください。 ■『Still Stuck』

　　( 英語で読みきかせをします )

■『とんくるりんの

　　　おやしきだいぼうけん』

一般書コーナー　『人間関係アドバイス本』

児童書コーナー　『卒業・旅立ちの本』

基
礎
か
ら
わ
か
る
地
図
の
大
百

科
２　

世
界
地
図
と
地
球
儀

(

田
代　
　

博)

親
子
で
学
ぶ　

ス
マ
ホ
と

ネ
ッ
ト
を
安
心
に
使
う
本

(

鈴
木　

朋
子)

13
歳
か
ら
の
も
っ
と
あ
た

ま
が
よ
く
な
る
コ
ツ
大
全

(

小
野
田
博
一)

で
き
る
キ
ッ
ズ　

親
子
で
楽

し
む
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
入
門

(

Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｍ
Ａ

株
式
会
社)

デ
ィ
ズ
ニ
ー
サ
ブ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
５
０
０
大
事
典

(

講
談
社　

編)

根
っ
こ
の
こ
ど
も
た
ち

目
を
さ
ま
す

(

ヘ
レ
ン
・
デ
ィ
ー

ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ)

歯
の
え
ほ
ん　

(

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ミ
ラ
ー)

は
る
に
あ
え
た
よ　

(

原　
　

京
子)

は
る
の
や
ま
は
ザ
ワ
ザ
ワ　

(

村
上　

康
成)

は
る
が
き
た　

  (

ジ
ー
ン
・
ジ
オ
ン)

シ
ュ
ガ
ー
ラ
ッ
シ
ュ

オ
ン
ラ
イ
ン

(

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ

ズ
ニ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン)

は
る
の
お
と
が

　
　
　

き
こ
え
る
よ

(

マ
リ
オ
ン
・

デ
ー
ン
・
バ
ウ
ア
ー)

60
歳
か
ら
は
じ
め
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ

(

岡
本
ゆ
か
り)

テ
レ
ビ
探
偵　
　

(

小
路　

幸
也)

帰
去
来　
　
　
　

(

大
沢　

在
昌)

ゴ
ー
ル
デ
ン
街
コ
ー
リ
ン
グ

(

馳　
　

星
周)

麒
麟
児　
　
　
　

(

沖
方　
　

丁)

お
い
し
い
発
酵
食
生
活　
　

(

真
藤
舞
衣
子)

敏
感
す
ぎ
る
人
の
﹁
仕
事

の
不
安
﹂
が
な
く
な
る
本

(

み
さ
き

じ
ゅ
り)

ト
コ
ト
ン
や
さ
し
い

　
　
　
　

微
生
物
の
本

(

中
島　

春
紫)

写
真
好
き
の
た
め
の

　
　
　

法
律
&
マ
ナ
ー

(

吉
川　

明
子)

ピ
ー
ク　
　
　
　

(

堂
場　

瞬
一)

女
警　
　
　
　
　

(

古
野
ま
ほ
ろ)

80
歳
の
マ
ザ
ー
グ
ー
ス　
　

(

桐
島　

洋
子)

老
後
の
﹁
ち
ょ
こ
っ
と

ス
マ
ー
ト
﹂
や
り
く
り
術

(

保
坂　
　

隆)

ト
コ
ト
ン
や
さ
し
い

　
　
　
　
　

発
酵
の
本

(

協
和
発
酵

バ
イ
オ
︵
株
︶)
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村
内
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

●
優
勝
　
更
別
区

●
２
位
　
勢
雄
区

●
３
位
　
更
別
中
央
Ｂ
市
街

●
得
点
王

　
田
中
　
　
篤

1 /27

行
政
区
対
抗
卓
球
大
会

●
優
勝
　
香
川
区

●
２
位
　
旭
区
Ａ

●
３
位
　
若
葉
町

　
　
　
　
平
和
区
Ａ

2 / 3

行
政
区
対
抗

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

Ａ
リ
ー
グ

●
優
勝
　
更
別
東
区
Ａ

●
２
位
　
香
川
区

●
３
位
　
協
和
区

●
４
位
　
勢
雄
区
Ａ

Ｂ
リ
ー
グ

●
優
勝
　
柏
町
・
緑
町

●
２
位
　
中
央
町

●
３
位
　
新
栄
町

●
４
位
　
更
別
区
Ａ

2 /10

行
政
区
対
抗

　
　

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

混
成
ク
ラ
ス

●
優
勝
　
旭
区
Ａ
　

●
２
位
　
旭
区
Ｂ

●
３
位
　
本
町
Ａ

　
　
　
　
南
更
別
区

男
性
ク
ラ
ス

●
優
勝
　
勢
雄
区
Ｂ

●
２
位
　
更
別
東
区
Ａ

●
３
位
　
勢
雄
区
Ｄ

　
　
　
　
中
央
町

2 /24

　問い合せは、熱中開拓機構 ( ☎ 66 − 4554) へ

お願いします。

オープンスクールが開催されました

　２月 23 日、オープンスクールが開催され、村

内外から 100 名以上が参加しました。

　授業①は「国語」で、林浩史さん ( 株式会社十

勝毎日新聞社代表取締役社長 ) が、今後の情報発

信の展望と、十勝が持つさまざまな可能性につい

て解説しました。

　授業②は「社会」で、安部敏樹さん ( 一般社団

法人レディラバ代表理事 ) が、社会が抱える問題

に関心を持つための取り組みを紹介。「人は誰か

に関心を持ってもらうことで勇気付けられる」、

「無関心の打破」という言葉が印象的でした。

　授業③は「家庭科」で、宮川順子さんが乳幼児

期の食育の重要性を解説。「味」の経験を豊富に

することで、食べられる食材が増え、健康体にな

り、幸福感につながることが学べました。

３月23日は第４期修了式が開催されます

　授業の講師は、重松大輔さん ( 株式会社スペー

スマーケット代表取締役社長、高畠熱中小学校校

長 )、長澤秀行さん ( 公益財団法人とかち財団理

事長、十勝さらべつ熱中小学校教頭 ) です。

４月からの新しい仲間を募集しています！

４月入学の第５期生 ( ４月〜９月 ) を募集して

います。仲間との出会い、新たな挑戦へのきっか

けを求めている方はぜひご参加ください。

　入学を希望される方は十勝さらべつ熱中小学

校のホームページ (https://www.necchu-hokkaido.

com/apply) からお申込みいただくか、熱中開拓

機構へお問い合せください。

生徒募集は半年に１度ですので、この機会をお

見逃しなく。

第５期の入学式は４月６日開催です

４月６日に第５期の入学式・始業式と特別授業

が開催されます。講師は福田幸志郎さん ( 株式会

社福幸塾代表取締役 )、山本英明さん ( 株式会社

山本忠信商店代表取締役 ) です。

講師の安部敏樹さん
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予
定
に
つ
い
て
、
②
さ
ら
べ
つ
版
生
涯

活
躍
の
ま
ち
基
本
構
想(

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ)

の
策
定
に
つ
い
て
、
③
道
営
営
農
用
水

事
業
に
つ
い
て
、
④
更
別
村
国
民
健
康

保
険
事
業
実
施
計
画(

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画)

の
概
要
に
つ
い
て
、
⑤
更
別
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、

各
担
当
課
よ
り
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
の
方
か
ら
主
に
第
6
期
総

合
計
画
の
事
業
計
画
、
な
ら
び
に
最
終

年
と
な
る
更
別
村
総
合
戦
略
に
搭
載
さ

れ
た
事
業
の
実
施
予
定
概
要
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
参
加
さ
れ
た
み
な
さ

ん
か
ら
村
政
全
般
に
関
わ
る
92
項
目
も

1
月
15
日
か
ら
2
月
1
日
ま
で
の
期
間
、
平
成
30

年
度
の
村
行
政
区
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

も
農
村
地
区
、
市
街
地
の
計
16
箇
所
を
会
場
に
、
合

わ
せ
て
２
２
５
名
も
の
村
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
内
容
は
、
①
平
成
31
年
度
の
主
な
事
業

平
成
30
年
度
の
行
政
区
懇
談
会
を
実
施
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な
ど)

な
ど
多
く
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

村
民
の
み
な
さ
ん
と
直
接
お
会
い

し
、
膝
を
交
え
て
お
話
し
で
き
る
こ

と
は
、
と
て
も
意
義
深
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
今
回
い
た
だ
い
た
貴
重
な

ご
意
見
や
ご
要
望
、
ご
提
案
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く

り
に
し
っ
か
り
と
活
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。
村
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
大

変
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
懇
談
会
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

の
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

大
切
な
説
明
内
容
の
確
認
や
村
へ
の
ご
要
望
、
ご

提
案
で
あ
り
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、

○
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て(

生
活
用
道
路
の
舗
装
・

　

改
善
、
農
村
地
区
の
高
速
通
信
網
・
光
回
線
の

　

整
備
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
へ
の
対
応
な
ど)

○
保
健
福
祉
に
つ
い
て(

国
保
税
の
負
担
、
さ
ら

　

べ
つ
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
・
リ
ラ
ク
タ
ウ
ン
再
構
築
の

　

進
捗
状
況
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
・
タ
ク
シ
ー

　

誘
致
な
ど)

○
産
業
に
つ
い
て(

Ａ
コ
ー
プ
の
閉
店
、
ス
マ
ー

　

ト
農
業
特
区
の
現
状
、
６
次
産
業
化
、
新
規
就

　

農
事
業
・
研
修
農
場
整
備
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

　

ン
ト
な
ど)

○
公
共
施
設
に
つ
い
て(

熱
中
小
学
校
、
火
葬
場

　

の
故
障
時
の
対
応
、
歯
科
診
療
所
の
医
療
体
制

学
校
生
活
の
思
い
出

　
　
　

　
３
年
Ａ
組
　
村
上
　
綾
女

　

私
が
学
校
生
活
で
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
出
来
事
は
修
学
旅
行
で

す
。
自
主
研
修
で
は
、
食
べ
歩
き
を

し
た
り
し
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　

ま
た
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
乗
っ
た
り
も
し

ま
し
た
。
な
か
で
も
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
エ
リ
ア
の
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
・

ア
ン
ド
・
ザ
・
フ
ォ
ー
ビ
ド
ゥ
ン
・

ジ
ャ
ー
ニ
ー
は
落
ち
る
の
で
は
な
い

か
？
と
思
う
く
ら
い
と
て
も
迫
力
が

あ
り
、
少
し
怖
か
っ
た
で
す
。

　

修
学
旅
行
で
は
少
し
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

３
年
Ｂ
組
　
青
木
　
康
将

　

学
校
生
活
で
の
思
い
出
は
思
い
出

す
と
切
り
が
な
い
で
す
。
そ
れ
く
ら

い
充
実
し
た
３
年
間
で
し
た
。
卒
業

で
き
れ
ば
い
い
か
な
…
と
い
う
考
え

か
ら
、
こ
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
一
緒

に
卒
業
し
た
い
！
に
変
わ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
経
験
や
日
々
を
更
別
農
業
高

校
で
送
れ
た
こ
と
、
学
校
生
活
を
通

し
て
た
く
さ
ん
の
方
々
と
関
わ
れ
た

こ
と
、
そ
し
て
３
Ｂ
の
み
ん
な
と
と

も
に
過
ご
し
、
成
長
で
き
た
こ
と
、

こ
れ
ら
す
べ
て
が
思
い
出
で
す
。

　

担
任
を
は
じ
め
と
す
る
先
生
方
に

は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に

３
年
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

92
項
目
に
わ
た
る

ご
意
見
・
ご
要
望
・
ご
提
案

み
な
さ
ん
の

　
　
　

貴
重
な
声
を
村
政
へ
！



総人口

3,173 人
（ー 2 人）

男性

1,569 人
（ー 2 人）

女性

1,604 人
（± 0 人）

世帯数

1,318世帯
（ー 2 世帯）

地域安全ニュース

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

　247 日 (2 月 28 日現在 )

■地域安全運動のお知らせ

　昨年から全国的に大手宅配業者を装ったメー

ルの相談が続いています。

　突然、携帯電話に「お荷物をお届けしましたが、

不在だったので連絡ください」などとメールが

届き、本文中にあるＵＲＬをクリックするよう

要求してきます。クリックすると偽サイトに移

動し、悪質なアプリがインストールされ、知ら

ない電話番号から多数の電話が来たり、不正に

商品を購入されるなどの被害にあう可能性があ

ります。

　このようなメールは無視し、安易にＵＲＬを

クリックしないよう注意するとともに、警察に

相談しましょう。

戸籍の窓口

本　多　壽美枝 さん（更 別 区）　95 歳

村　上　きよ子 さん（上更別南区）　88 歳

　いつもニコニコ笑顔で癒してくれる

実梨です。きり丸 ( 犬 ) と遊ぶのが大

好きで「ワンワン！」ばっかり言って

います。早くパパ・ママって呼んでほ

しいな♡これからも笑顔いっぱい元気

に育ってね！

　　　　　　　　　　　政一・絵梨

石い
し
や
ま山

　
実み

の

り梨 

ち
ゃ
ん

平
成
30
年
3
月
3
日
生

若
葉
町

綿わ
た
ぬ
き貫

　
莉り

こ子 

ち
ゃ
ん

平
成
30
年
3
月
21
日
生

協
和
区

　姉ちゃん大好き！元気に育ってね！

　　　　　　　　　　太一・佑梨江

森も
り

　
　
煌こ
う
せ
い惺 

く
ん

平
成
30
年
3
月
6
日
生

更
別
区

　いたずら大好き、好奇心旺盛なこ

うせいです。最近ではお話もたくさ

んしてくれて、ますます成長が楽し

みです。これからもその可愛い笑顔

を見せてね！

　　　　　　　　　　　年史・朱里
　大樹町では、３月 19 日 10 時 30 分から

地震・津波避難訓練を実施します。

　その際、大樹町内を指定した緊急速報

メールの配信訓練を実施しますが、近隣に

お住まいの方にも配信される場合がありま

す。配信の際には、携帯電話へ最大音量で

通知されることから、ご迷惑をおかけしま

すが、ご理解とご協力をお願いします。

●問い合せ

　大樹町総務課防災係

☎ (01558) 6 − 2112

大樹町での地震・津波

避難訓練のお知らせ
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